
実践研究

仙台大学紀要
Vol. 45, No.1: 21-34, 2013

Ⅰ．緒言

本学体育学部スポーツ情報マスメディア
（SIM）学科（以下、「本学科」と表記）は平成
25 年春，初年次教育の一環として，新たに全
新入生を対象とした「SIMフレッシュマンキャ
ンプ 2013」を企画・実施した．なぜ本学科は
フレッシュマンキャンプを行なうに至ったの
か，本稿ではその背景から紐解きつつ，フレッ
シュマンキャンプの概要及び学生を対象に実施
した事後アンケート調査結果などについて報告
する．

1．初年次教育に関わる動向
中央教育審議会（以下，中教審）は平成 25

年 4 月 25 日，第 85 回総会において「第２期教
育振興基本計画について（答申）」１）を取りま
とめた．大学教育の質的転換を通じて，これか
らの若者が「社会を生き抜く力」を育む上で，
どんな環境でも「答えのない問題」に最善解を
導くことができる力を養う「課題探求能力の修
得」を図ることがミッションの一つとして掲げ
られた．
この課題への対応の一方策として、平成 24

年 8 月の中教審答申「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて」の中で、新入生
に対して「学ぶことの重要性」や「学び方の質
の転換」を理解してもらうための「初年次教
育」の必要性が指摘されている．本答申に先駆
けて国公私立大学の学長，学部長を対象に実施
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された「学士課程教育の現状と課題に関するア
ンケート調査結果」においても，高大の円滑な
接続における「初年次教育」の改善や新たな体
制・システムの構築が課題として挙げられてい
る２）． 

この流れは，初年次教育への注目が高まる中，
平成 20 年の中教審答申「学士課程教育の構築
に向けて」における「初年次における教育上の
配慮」に関する枠組みの中で，「学習の動機付
けや習慣形成に向けて，初年次教育の導入・充
実をはかり，学士課程全体の中で適切に位置付
ける」ことが明示的に大学に求められたことに
始まる．
初年次教育（First Year Experience）とは ,「高
等学校や他大学からの円滑な移行を図り，学習
及び人格的な成長に向け，大学での学問的・社
会的な諸経験を成功させるべく，主に新入生を
対象に総合的につくられた教育プログラム」を
指す。特にアメリカでは，主体性や意欲の乏し
い学生への対応策として考案されたとされ，「そ
の取組が中退を抑止する上で有効な役割を果た
すとともに，その後の大学生活への適応度を既
定」すると言われている３）．
我が国においても，初年次教育への取り組み
はさまざまな形で進められてきた．例えば，大
学教育学会は専門の研究チームを編成し，平
成 12 年前後からの研究成果を取りまとめた成
果物を平成 18 年に出版，その研究成果が平成
20 年答申に結実した４）．平成 19 年には「初年
次教育学会」が設立された．初年次教育に関わ
る日本での実践や研究実績の蓄積，実践的な教
育内容や効果的な教育方法の開発や改善，初年
次教育の教育効果の測定や理論的説明，初年次
教育のもつ重要性の定着，国際的な初年次教育
関係団体・学会との情報交換・交流の推進など
がその目的であった．初年次教育に関わる実践
や研究報告も年々増加しており，その数は平成
15 年の 4 件から平成 24 年の 83 件へと約 20 倍
に増えている（ピークは平成22年の119件）注１）．

2．初�年次教育における「フレッシュマンキャ
ンプ」というアプローチ

大学における「フレッシュマンキャンプ」は，

今般の「初年次教育」の議論以前より，古くか
ら行なわれてきた大学初年次行事の一つであ
る．例えば中部大学では，同大学の前身である
中部工業短期大学の開学（昭和 37 年）に合わ
せて，第 1回「フレッシュマン・キャンプ」を
長野県上信越国立公園志賀高原で実施した．当
時の活動目的は「体育活動の一環として，団体
生活を通じて体育の意義を養うこと」であった．
その目的は回を重ねるごとに，「学園内の対人
間の親睦を図る」（昭和 39 年），「大学生活をよ
り豊かにする」（昭和 42 年），「規律ある団体生
活を身につけると同時に，教授，上級生，級友
間のコミュニケーションを密にし，真の人間関
係を保ち，交友を深めることにより，充実した
大学生活を送る一つの礎とする」（昭和 44 年）
などと変化し，その後のフレッシュマンキャン
プの土台が築かれたことが報告されている５）．
また近年では，びわこ成蹊スポーツ大学が平

成 15 年の開学以来，初年次教育の一環として，
自己の成長，人間関係作り，地元の自然環境の
理解・活用を目的としたフレッシュマンキャン
プを実施している．このキャンプは冒険教育要
素を取り入れた３〜４泊の実習となっている．
Bell（2006）によれば , アメリカをはじめとす
る諸外国では，特に人格形成と人間関係構築を
目的とした初年次教育プログラムとして「野外・
冒険教育的プログラム」が幅広く行なわれてお
り , その効果として，参加学生の自己に係る概
念の向上，好成績，退学率の低下，忍耐力の向
上，友人関係の充実，卒業までの在学年数の短
さ（早期修了・留年率の低下）などが報告され
ている６）．
この他 , 大学のフレッシュマンキャンプには ,

教学関係のガイダンスを組み込んだもの（成城
大学）や医学生としての第一歩を歩き出すため
の「グループワーキング」を中心に据えたもの
（東邦大学），学科毎に異なるキャンプ企画を行
なうもの（日本工業大学），上級生（4〜 2年生）
が実行委員会を構成し実施するもの（専修大学
人間科学部心理学科），体育会が主催するもの
（関西学院大学体育会）など，その枠組みや方
法は多岐にわたる．
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3．な�ぜ「フレッシュマンキャンプ」だった
のか

本学科は平成 25 年 4 月 20 日〜 21 日の 1 泊
2日，国立花山青少年自然の家にて「SIMフレッ
シュマンキャンプ 2013」を実施した．本学科
がフレッシュマンキャンプを企画・実施するに
至った経緯は以下の通りである．
本学科は学年定員 40 名，計 160 名の所帯の
小さな学科である．平成 19 年に開設された本
学科は現在，3 期約 120 名の卒業生を輩出し，
今春には第 7期生を迎え入れた．本学科では，
「スポーツに関する様々な「情報」を有効に活
用し，スポーツと人間の関係がより豊かになり
社会に有意義なスポーツ文化を作り出せるよ
う，献身的に努力できる心身ともに健康な人材
育成を目指し」（ディプロマポリシー）ている．
本学科の課題の一つは「留年率」の高さであ
る．その詳細な数は本稿において直接的な意味
を持たないので割愛するが，平成 24 年度卒業
判定時において，本学 5学科のうち本学科の留
年率は他学科に対して比較的に高い数字を示し
ている．もちろん，この数字はある年度のある
一つの結果に過ぎないが，小さな所帯の中で，
あるいは小さな所帯であるがゆえに，4年間の
学生生活において留年する学生がこれだけ存在
することは，情報を扱う上でのヒューマンリ

レーションの重要性を掲げる本学科において，
さまざまな「リレーション」の断絶が見え隠れ
するこの状況を，安易に看過することはできな
いと考えた．
そのような理由から，本学科では一つの小舟

に乗り合わせた新入生が 4年間を学び切るため
の仕掛けの一つとして「フレッシュマンキャン
プ」を初年次教育の中に位置づけることを企図
するに至った．

Ⅱ．�「SIM フ レ ッ シ ュ マ ン キ ャ ン プ
2013」の概要

1．コンセプト
本キャンプは，平成 25 年度新入生のクラス

担任 2名を中心に，本学科長をはじめとする学
科担当教員の助言と協力を得ながら企画・実施
することとなった．本キャンプのコンセプトは，
学科会議等での議論を通じて以下のように規定
された．

2．実施概要
日程：�平成 25 年 4 月 20 日（土）〜 21 日（日）

（1泊 2日）
場所：�国立花山青少年自然の家（宮城県栗原市）
参加：�仙台大学体育学部スポーツ情報マスメ

図表 1　コンセプト
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ディア学科 1年生 42 名（3名欠席）
引率：�阿部篤志，藤本晋也，山内亨（両日参加）

齋藤博，高成田享，高橋義夫（2日目の
み参加）

キャンプ・アシスタント：
	� スポーツ情報マスメディア学科 3年生 5

名（男性 3名，女性 2名）
プログラム：
	� 2 日間のプログラム内容を【図表 2】に

示した．ワークショップを中心に据えた
「体験を強調」する形式のキャンプが実
施された．

	� また内容をより明瞭にイメージできる
ように【図表 3】に写真を示している．

3．実施上の考慮点
•　�平成 25 年 4 月 6 日（土）に行なわれた入学
式後の学科別懇談会において，新入生及び
保護者に対してフレッシュマンキャンプに
関する説明を行なった．

•　�同懇談会には，フレッシュマンキャンプに
キャンプ・アシスタントとして参加する上
級生も出席し，新入生によるコミュニケー
ションゲームの中で最初の関係構築を図る
設えとした．

•　�コンセプトの一つである「強烈な体験の共
有」の具現策として，プロジェクト・アド
ベンチャー（PA）を実施することとし，ハ
イエレメント（高難易度）の活動が実施可
能なキャンプ地の選定，及び PA専門職員
による指導体制の確立を図った．

Ⅲ．実施結果及び評価

1．事後アンケート調査
1）概要
フレッシュマンキャンプの成果を評価するた
めの事後アンケート調査を 4月 26 日の導入演
習において実施した．アンケートは学科学生
45 名中 42 名から回答を得た（回収率 93％）．
そのうち，フレッシュマンキャンプに参加した
学生は 40 名であった．なお，アンケート調査
内容は【図表 4】のとおりである．

2）結果及び考察
（1）参加への期待と所感
【図表 5】に示したとおり、参加学生（40 人）
の「88％」が「参加して良かった」と回答した．
またフレッシュマンキャンプへ何らかの期待を
持っていた学生（29 人）の「93％」が「参加
して良かった」と回答した．一方で，特に期待
していたことがなかった学生（11 人）におい
ても「73％」が「参加して良かった」と評価した．
参加学生の「期待」は，入学式後の学科別懇

談会での説明やリーフレットの配布，導入演習
での実施に向けた話題等を通じて形成されたも
のと考えられる．アンケートの自由記述回答に
よれば，具体的には，「クラスメイトとの交流」
「クラスを超えたコミュニケーション」「仲間と
の交流を通じた新たな刺激の獲得」「大学生活
や履修登録に関する先輩との対話」「プロジェ
クト・アドベンチャーやワークショップへの参
加」などがその内容であった． 
これらのことから，今回のフレッシュマン

キャンプでは，そのような期待を抱いていた学
生のニーズに応えうるプログラムを提供できた
と評価できる．また期待をしていなかった学生
の約 7割が「参加して良かった」と回答してい
ることから、フレッシュマンキャンプが当該学
生にとっても期待を超えた「前向きな体験」を
得る機会となったと解釈できる．
総合的には，参加学生全体の 88％が前向き

に本キャンプを捉えたことは、フレッシュマン
キャンプの実施目的において，最初の成果が得
られたと言える．「参加して良かった」と回答
した学生の具体的な所感としては，「友達がで
きた・増えたから」が大半を占め，その他には
「様々な活動を通じて人それぞれの性格や個性
を見出せたし，積極的に活動できた」「学科全
体で協力することを学んだ」「今までにない情
報や，今後の活動に目処がついた」「予想以上
に気の合う仲間が増えたり，今まででは見たこ
とのない素顔が見られた」「参加して，大学生
活っていいなと思えるようになった」といった
回答が得られた．
なお，期待をしていたことが「ない」と回答

した学生（12 人）の意見としては，「友達があ

阿部 篤志ほか
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図表 2　プログラム
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図表 3　フォトレポート
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まりいなくて，仲良くなれないと思っていたか
ら」「お金がかかる」「大勢の人達と何かをする
のが嫌い」といったものが挙げられおり，その
うちの数名は，「お金がかかっただけ．楽しみ
もあまりなかった．この企画はやって意味が
あったのか私には分からない」「せっかくの休
日を無駄にした感じがあった」と回答した．

（2）参加への期待と印象体験
本フレッシュマンキャンプは「11」のイベン
トからなる．本アンケートでは，参加学生に「最
も印象に残っているイベント」について最大 3
つまで選択してもらった．その結果を【図表 6】
に整理した．
本キャンプに期待を寄せていた参加学生にお
いては，2日目の午前中に実施した「プロジェ
クト・アドベンチャー 3（壁越え）」を 16 人が
選択し，11 イベントの中で最も印象に残った
イベントであることが明らかとなった．これ
を選択した学生は，「学科内の絆が一番深まっ

た活動だったと思ったから」「皆で助け合いな
がら全員で越えることができたから」「皆で協
力し，良い雰囲気の状態で目標を達成できたか
ら」「この時に『協力』という言葉が適していた」
といった選択理由を述べた．次いで「プロジェ
クト・アドベンチャー 2（室内ゲーム）」（8票），
「ワークショップ 3（教員へのインタビュー）」（7
票）などが多く選択された．
一方で，本キャンプに期待を寄せていなかっ

た参加学生においては，「プロジェクト・アド
ベンチャー 1（冒険の森）」及び「プロジェクト・
アドベンチャー 3（壁越え）」（ともに 6票）が
最も印象に残ったイベントであった．
11 のイベントはいずれもフレッシュマン

キャンプを構成する重要なイベントではある
が，主催者は特に「プロジェクト・アドベン
チャー」や「ワークショップ」での参加学生の
印象体験の獲得を企図し，計画されている．そ
の観点からこの結果を考察すると，次のことが
言える．

図表 5　フレッシュマンキャンプへの期待の有無と参加所感のクロス表

図表 6　フレッシュマンキャンプへの期待の有無と印象体験のクロス表
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「プロジェクト・アドベンチャー（冒険の森
でのゲームや壁越えなど）」は、期待の有無に
関わらず，参加学生に広く前向きな印象体験を
与えた．また，主催者が意図した鍵となるイベ
ントのうち，「ワークショップ」は期待してい
たことがあった学生に，より深い印象を残した．
さらに，学生にとって初めての自由な懇親の場
であった「初日の夕食」は、期待していたこと
があった学生に、より深い印象を残した．
これらのことから，「プロジェクト・アドベ
ンチャー」という手法は参加学生に「強烈な体
験の共有」を与えるイベントとして、一定の成
果が得られたと言える．一方で，参加学生のフ
レッシュマンキャンプへの「期待の有無」が，
主催者が意図した鍵となるイベント（ワーク
ショップ等）の成果に影響を与えた可能性は否
定できない．フレッシュマンキャンプに期待す
ることができない要因に対して事前の対策を講
じ，出来る限り全員がフレッシュマンキャンプ
への目的意識と期待を持って参加することがで
きるように導くことの必要性が示唆される．ま
た，「食事」が参加学生に一定の印象を与えて
いることから，共同生活における「食事」とい
う場の果たす役割を再認識し、プログラムの中
で明確に位置づけることの意義を確認した

（3）学生生活における変化
本キャンプへ参加した後，「学生生活におけ
る変化はあったか」との問いに，33 人（83％）
の参加学生が「あり」と回答した．その内容と
して，「堅苦しい雰囲気がなくなった」「友人が
増えたことで，多くの情報が入手できている」
「自分をさらけ出せるようになった」「授業に参
加する意欲が変わった」「知識が増えた」といっ
た意見が挙げられた．

（4）後輩への推薦
「来年度の新入生にフレッシュマンキャンプ
を薦めたいか」との問いに，38 人（91％）が「は
い」と回答した．その内容として，「友達が増
えるから」「最初は面倒くさいが，終わってみ
るとクラスが良い感じになっているから」「大
学生活で有利になると思うから」「皆との交流

が深まるから」「大学生活で有利になるから」「参
加すると何かが変わるから」といった意見が挙
げられた．

（5）自由意見
自由回答欄には，「もう少しプロジェクト・

アドベンチャーの時間がほしかった」「スポー
ツをするのが，仲良くなる近道だと思う」「も
う少し早くキャンプをやることを伝えてほし
かった」「もう少し早くフレッシュマンキャン
プを実施すれば良い」「できれば平日にやって
ほしかった」「2泊 3日でも良いと思う」といっ
た意見が寄せられた．
開催時期については，入学前あるいは 4月の

中旬前に実施できないかという議論を行なって
きたが，今後も検討を継続する必要がある．イ
ベントの内容については，今回は季節外れの大
雪に見舞われ，当初予定していた野外のハイエ
レメントプログラムが実施できなかったため，
予備として想定していた室内でのプログラムに
変更となった．「強烈な体験の共有」という目
的においては，今後もそのイベントの継続的な
実施が考えられるが，宿泊日数と合わせて，今
後のプログラムの在り方を検討したい．

2．キャンプ・アシスタントによる振り返り
本キャンプでは，本学科上級生とのコミュニ

ケーションの促進とネットワークの構築を目的
として，学科 3年生 5名がキャンプ・アシスタ
ントとして参加した．キャンプ・アシスタント
は単に教員の指示のもとプログラムを補佐する
だけではなく，主体的にプログラムや参加学生
と関われるように役割を決定した．彼らは主に，
バスの添乗と活動の進行，ワークショップの企
画・運営，履修登録研究への助言，本キャンプ
の記録・撮影等にたずさわった．新入生が先輩
の主体的な行動から学ぶことを企図した．特に，
うまく行かないことや想定外のことに直面して
困惑しながらも，自分たちで解決して目的に向
けた取り組みを遂行する先輩の姿は，新入生に
とって重要な「活きた教材」であった．そこか
ら本学科が大切にしている学科学生の学びの形
を伝えた．また当然ながら，この過程は 3年生
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自身の学びの機会にもなっている．
キャンプ・アシスタントの 5名には，事後に
レポートを課した．その内容は「Ａ．参加者の
変化について」「Ｂ．キャンプ・アシスタント
としてどのような役割を果たしたと考えるか」
「Ｃ．準備も含めた自身の学び・気づき・変化
について」「Ｄ．今後へのアイディア」であった．
参加学生とほぼ年齢は変わらず，その上で既
に学科活動を通じて多くの経験を積み重ねてき
ている彼らの言葉は，筆者ら教員では振り返る
ことのできない視点からフレッシュマンキャン
プの意義と課題をあぶり出している．本来は全
文を掲載して報告したいが紙幅に限りがあるの
で，本稿ではＢ及びＣについて報告することと
したい．

1）キ�ャンプ・アシスタントとしてどのよう
な役割を果たしたと考えるか

（1）「a さん」
＜キーワード＞協力，先頭，視野
キャンプ・アシスタントは男女で 5人、3年
生とはいえども意見交わしたりするようになっ
たのは 2年生になってからです．今回，ワーク
ショップをキャンプ・アシスタントが任され，
事前に何度か集まり話し合い前日の夜中まで試
行錯誤を繰り返して当日を迎えました．ワーク
ショップを任されたということは，すべてその
プログラム中は私たち 5人が「先頭」にたち進
行していかなければならない状況のなか，5人
それぞれが役割を見つけ「協力」して行動でき
たのではないかと思います．
自己満足では終わらせることはできないな
か，いかに分かりやすく 1年生に伝えられるの
か，学んでもらえるのか，プログラムが終わる
まで不安で心配で仕方がありませんでした．1
年生を全員平等に「見る」こと，接すること，
サポートすることを必ず頭において行動できた
のではないかと思います．
1年生にとって，私たちが考えたプログラム
が今はどのような意味があるのかは分からない
と思うが，これから勉強していくうちに理解し
てほしいです．

（2）「b さん」
＜キーワード＞仲介人，仲間，アドバイス
今回のキャンプでは，1年生よりもたった 2

つしか変わらない私たちを受け入れてくれるの
か，そして何かできることはあるのか不安に思
い，いろいろなことを考えた。私たちがまだ 1
年生で 4月のときは仲間に先生に警戒心を持っ
ていた．もしかしたら同じような人がいるかも
しれないと思ったので，学生と学生，先生と学
生の間に入って「仲介人」として少しでもコミュ
ニケーションをとることができればと思い心掛
けた．そして，2日間一緒に生活をするわけな
ので，私たち自身が 1年生の「仲間」になるこ
とも重要だと思い，ワークショップでは一緒に
考えるときは考えるように意識し，少しでも中
に入ることができるようにしてみた．そして，
3年生という立場もあるので 2年間の大学生活
を思い出しながら充実した大学生活を送れるよ
うにと知っている知識は伝えようと努力した．
そして，1年生と話してみると，もうすでにい
ろいろなことを考えている人が何人かいて，そ
れを実行できるように背中を押すことができた
らいいと思った．

（3）「c さん」
キャンプ・アシスタントとして自分が果たし

た役割は，新入生に対して積極的にコミュニ
ケーションを図る点，次に答えを与えずにヒン
トを教える点，そして全体に目を向けて回りを
見る点である．
私自身もまだ新入生がどういう人たちなのか

全然把握できていなかった部分があり，新入生
自身もお互いに皆のことを理解できていない部
分があった．その点を含めて，こちらから仕掛
けてお互いに仲良くなろうと思い，新入生とコ
ミュニケーションを図るようにした．その結果，
新入生達からも名前で呼ばれるようになり，私
自身としても新入生に名前を覚えてもらい大変
嬉しいものである．
そして，最初から答えを教えるのでは新入生

自身の成長につながらないと思い，しっかりと
答えを考えさせるようなヒントを新入生たちに
与えた．
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最後の役割は，全体を見てもまだなじめてい
ない学生がいたりしたので，こちらからなじめ
るような環境を作るなどの工夫をした．

（4）「d さん」
○パイプ役
今回の第一目標は，新入生のつながりを強化
することであったため，コミュニケーションを
より密にとるために，学生と学生の間に立ち，
交流をつなげるための橋渡しをする「パイプ役」
として，多くの新入生と言葉を交わした．
○上級生
履修登録の際はもとより，今後の大学生活や
日常生活などあらゆる面において，上級生とし
て，今までの経験を踏まえたアドバイスを与え
た．また同時に，どのようなことでも気軽に先
輩に話しかけることができるような雰囲気作り
にも努めた．
○学生
上級生という立場を捨て，同じ大学・学科の
学生として，ローエレメントやハイエレメント
などの活動に加え，自由時間などでは，同じ目
線・立場で新入生と一緒にふれあい，つながり
を築くことができた．

（5）「e さん」
＜キーワード＞中間，補助，手本
今回はキャンプ・アシスタントで参加させて
もらい，最初に先生からキャンプの内容を聞い
た時から考えていた一番の役割は学生と学生の
横のつながりを作るための「中間」としての役
割であり，個人的に私は後輩などとコミュニ
ケーションを取ることは比較的に得意だと考え
ており，そこから「補助」できると考えていた．
実際にキャンプを通じて，薄いものかもしれな
いが，1年生とは比較的にコミュニケーション
をとることができた。一人ひとりと話していく
わけではなく，一人と話しながら他の学生も話
に混ぜて，そこから学生だけで話をさせたりな
ど，横のつながりを作ることに貢献できたので
はないかと考える．
また、キャンプ・アシスタントとして苦手な
がら補助として役割を遂行できた．そして、プ

ログラムや休憩時間などを通して，1年生の身
近にある「手本」として，アドバイスや注意を
心がけてキャンプに参加することができた．

2）準�備も含めた自身の学び・気づき・変化
について

（1）「a さん」
事前準備中，ワークショップの内容は決まっ

たが，必要な資料，使う物，部屋の構成など，
なかなか自分では良いアイディアを出すことが
できなく，周りに助けてもらってばかりでした．
事前準備で特に bさんにたくさんの負担をかけ
てしまった分，当日は積極的に動こうと決めて
いました．先頭に立つ私たちが迷っている姿や，
頼りない姿を見せることはよくないなと思い，
いつもより先々を考え行動できたのではないか
と思います．
私はいつも自分の時間を優先してしまいがち

ですが，今回のフレッシュマンキャンプを通し
て，参加者のために自分の時間を割いてまで事
前準備を入念にする大切さを改めて感じまし
た．また，伝える難しさというものを実感しま
した．もっと周りを見て，分かりやすく伝えら
れるようにならなければいけないなと感じまし
た．

（2）「b さん」
1 年生の頃から北海道，長岡，山形など様々

な場所に行き，学科の手伝いをさせてもらって
いるが，小学生と一緒に先生たちのプログラム
を聞いていると私たちスタッフのためになる話
も多く，たくさんの学びや気づき，発見があり，
印象に残った言葉はいつまでも覚えているもの
だ．だから，私たちはまだまだ未熟だけれど，
何か 1年生にも感じてもらえるものがあればと
ワークショップの準備をした．だが，実際に内
容を決めるときもワークシートを作るときもな
かなかアイディアがまとまらず，ワークシート
では人に見せるものを作るというのは難しいと
改めて感じた．キャンプ当日のワークショップ
も突然のことに対応できず，自分の伝えたいこ
とが伝わらなかっただろうと思う．また，準備
をしっかりしたつもりでも，実際やってみると
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穴が開いた部分がたくさんあり，その場その場
でなんとかしのぐ形になってしまったので，最
終確認をもっとすべきだったと感じた．
落ち着いて柔軟に対応できる力，自分の思い
をしっかりまとめて伝える力，これらを身に着
けることが今後の課題だと感じた．

（3）「c さん」
キャンプ開催する前にもっと準備をしっかり
しておけば，もっと良いものになっていたので
はないかと感じた．私自身，キャンプ・アシス
タント間で行われたミーティングになかなか参
加できず，遅れをとっていた部分があった．そ
のため，自分が担当するプログラムの内容をな
かなか理解できずにキャンプを迎えてしまった
のが反省点であり，改めて「準備」というもの
は大事だと感じた．準備不足が露呈したのが
「ワークショップ 3」の時である．司会進行が
うまくいかずに足手まといになっていた．今後
の為にもこの経験をしっかりと活かさなければ
いけないと感じた．

（4）「d さん」
コミュニケーションを図ることは容易なこと
ではないが，様々な活動を通して，共に協力を
すること，言葉を交わすことで，目には見えな
い心のコミュニケーションをとることが可能で
あるという新たな発見ができた．
また，数人のコミュニティで交流を密に図っ
ていくことももちろん悪いことではないが，で
きるだけ多くの人とコミュニケーションをとる
ことによって，たとえそこで密な交流が図れな
かったとしても，それをきっかけに新たなつな
がりや交流が生まれていくのではないかと思っ
た．
私自身としても，ワークショップなどで学生
に交流の場を提供することによって，そこに生
まれた新たなつながりやふれあいの輪ができる
喜びを共に味わえることに気づくことができ
た．

（5）「e さん」
まず，自分の長所と短所を再認識することが

できた．私の長所は 1年生など後輩とのコミュ
ニケーションや，話しかけやすい先輩としての
態度や雰囲気作りであり，今回のキャンプでも
多くの学生とコミュニケーションを取ることが
できた．また，アシストというより「手助け」
が得意だと実感できた．
短所は人前にでた時の「アガリ症」と「仕切

ること」である。やはり人前で何かをするとい
うよりは，裏方や学生と近い立場でのアドバイ
スなどのほうが得意だと感じる．このこともあ
り，自分の課題に気づくことができた．
そして，Work Shop を考える際に，先生の

名前を覚えさせながら学科についてのことも考
えさせるなど，仲間の意見がとても参考になり，
学ぶべき点が多かった．

3．参加教員による振り返り
主に本学科を担当する 8名の教員のうち，6

名が本キャンプに参加した．最後に，現地で学
生たちの活動の様子を教育者の立場から観察
し，またワークショップを通じて初めて新入生
と触れ合った教員からのレビューの要約を以下
にまとめる．

1）教員Ａ
わずか半日だけの短時間参加だったが，新入

生と間近で会話する機会に恵まれ，有意義だっ
た．合流前にある程度予想はしていましたが，
プロジェクト・アドベンチャー 2の「壁のぼり」
の中で，授業などで見せるのとは違う学生の姿
を目の当たりにすることができ，今後の参考に
なりそうだ．
悪天候で断念せざるを得なかった野外での活

動だったら，もっと別の面を見ることができた
かもしれず少々残念．ワークショップで，少人
数ながらも，直接に学生から大学生活への意欲
や将来の進路について話を聞くことができたの
は良かったが，ワークショップの狙いと仕掛け
をもう少し詳しく事前レクチャーしてくれてい
たら，より効率的に進められたのにとも思った．
アシスタントの上級生の奮闘ぶりには拍手を送
りたい．
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2）教員Ｂ
フレッシュマンキャンプは入学間もない学生
に１泊２日の共同生活を通し大学生としての自
覚を持って貰おうと企画したものだが，いくつ
かの成果と今後の教育に必要を感じる要素が見
つかったように思う．
まず成果としては，42 人の参加学生が複数
のイベントやワークショップを通し，互いの名
前と顔を覚え早くも仲間として協力の必要性や
連帯感を感じ合い，助け合う姿を確認した．ま
た高度（危険）な作業ほどコミュニケーション
と情報の共有，助け合いが必要なことも体験を
通して理解してもらえたと思う．
キャンプが始まる前は仲間に上手く溶け込め
るか心配した学生も居たが，徐々に溶け込み終
了時点では楽しそうに活動する姿に安心もし
た．逆に当初、仲間に入って活動していた学生
が最終日には上手く馴染めず無口になっていく
姿も観察し，今後の注意要素を我々に知らせて
くれる場面もあった．
キャンプの効果を実感できた反面，情報の活
かし方や考え方に心配な面も垣間見た．一つは
「情報」への考え方と接し方，まとめ方である．
多くの参加学生が与えられた情報だけで満足し
てしまっている．「なぜ」「他の選択肢は」「結
果から得た情報は」など疑問を持って情報を追
い求めていない．また一つの作業が始まると，
そこからは新たな発想をせずにその作業を続け
る様子も見られた．
情報を学ぶ学科学生としてターゲットに対し
様々な視点を獲得し，状況を変える発想やチャ
レンジする姿勢を育み，如何に情報の幅と奥行
きを獲得していくかといった学びの課題を改め
て確認したように思う．勿論いずれも今後 4年
間をかけ学生に学んでもらうテーマであると感
じている．

3）教員Ｃ
2 日目のお昼前からの参加だったので 1年生
の具体的な様子は分からなかった．しかし，1
年生とは講義でそれまで二度顔を合わせている
がその時より，活き活きとしていて笑顔が見ら
れたのが印象的だった．多分，前日から一緒に

行動していたことがそうさせていたのだと思
う．また，何よりも強く感じたのは3年生がしっ
かりとして頼もしく見えたことだった．なには
ともあれ，今回のイベントは有意義だったと感
じる．

4）教員Ｄ
クラスや学年の一体感をつくるという点で，

フレッシュマンキャンプは大きな成果があった
と思う．私は 2年生のクラスを持っているが，
すでにこのキャンプの情報は流れていて，「自
分たちもやりたかった」という意見を多くの学
生から言われた．
少子化で育ったいまの学生に苦手なのは，共

同で作業をすることで，それを通じて培われる
他人に対する思いやり，それぞれの役割分担を
考えて自分の役割を見つけること，などが弱い．
だから，こういうキャンプは，苦手な部分を補
うことができると思う．
ロープによる壁登りなどは集団での助け合

いを体で覚える意味があると思うし，ワーク
ショップでの活動は，知的な分野での協力精神
を高める意味があると思う．ワークショップは，
すこしもたついた部分もあったので，次回から
は事前の準備などで，改善の余地があると思う．
もちろん，もたつきも含めて失敗は大事だと思
うが，ワークショップの中身で成果を高めるの
も大事だと思う．

Ⅳ．結語

本稿は，初年次教育における「フレッシュマ
ンキャンプ」の一実践事例として，その意義と
課題について検討した．初めての試みであった
が，初年度としては良き一歩目を踏み出すこと
ができたと感じている．
プロジェクト・アドベンチャー（PA）の導

入により，専門スタッフのコーディネートのも
と，学生相互の協力や協働を通じた多様なコ
ミュニケーションが図られ，二日間で「縦横斜
め」の結束を築くことができた．最後の「壁越
え」では，最終的に参加学生全員が協力して壁
を越えることができ，難易度の高い課題に協力
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して挑み，それを解決する過程を学科全体で共
有した．このことは，今後の初年次教育を進め
ていく上で一つの大きな礎になるのではないか
と期待している．
ワークショップでは，学科教員へのインタ
ビュー形式を導入することで，本学科領域に関
わる重要な観点や考え方，価値観等を「一方的」
ではない方法論を用いて効果的に伝達すること
ができた．
2日間の共同生活を通して，学科学生の特徴

（特長）を把握できた．特に，彼ら自身がどこ
まで自ら挑戦でき，どこからサポートが必要に
なるか，2 日間のプログラムの観察を通して，
その境目をみることができたことは有意義で
あった．
まずはここにその足跡を記し留めるととも
に，このファーストステップを次の改善と発展
に繋げていくことが求められている．特に，単
に一つの独立した「キャンプ」ではなく，「学
士課程全体の中で適切に位置付ける」視点を
失ってはならないだろう．その先に，どんな環
境でも「答えのない問題」に最善解を導くこと
ができる力が育まれることを見据えながら．

注　記

注）NII 論文情報ナビゲータ「CiNii」http://ci.nii.
ac.jp/ において，検索ワード「初年次教育」で
検索を行ない出版年毎に整理すると，平成 15 年
の 4 件を皮切りに，10 件（H16），35 件（H17），
24件（H18），48件（H19），68件（H20），89件（H21），
119 件（H22），85 件（H23），83 件（H24）と推
移している（平成 25 年 5 月 30 日に検索実施）．
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